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Jabber ID
Cisco Jabberは Jabber IDを使用して、連絡先ソース内の連絡先情報を識別します。

デフォルトの Jabber IDは、ユーザ IDとプレゼンスドメインを使用して作成されます。

たとえば、Adam McKenzieが amckenzieというユーザ IDを持っており、そのドメインが
example.comである場合、Jabber IDは amckenzie@example.comとなります。

連絡先リストに入力する場合、クライアントは Jabber IDを使用して連絡先ソースを検索し、連絡
先を解決して、名、姓、その他の連絡先情報を表示します。

IM アドレススキーム
Cisco Jabber 10.6以降は、example-us.comや example-uk.comのユーザのようにドメインが同じプレ
ゼンスアーキテクチャ上に存在する場合は、オンプレミス展開用の複数のプレゼンスドメイン

アーキテクチャモデルをサポートします。 Cisco Jabberは Cisco Unified Communications Manager
IM and Presence 10.x以降を使用して柔軟な IMアドレススキームをサポートします。 IMアドレス
スキームは Cisco Jabberユーザを識別する Jabber IDです。
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マルチドメインモデルをサポートするには、展開のすべてのコンポーネントに次のバージョンが

必要です。

• Cisco Unified Communications IM and Presenceサーバノードとコール制御ノードバージョン
10.x以降。

• Windows、Mac、IOS、およびAndroidのバージョン 10.6以降で実行中のすべてのクライアン
ト。

次のシナリオでは、複数のドメインアーキテクチャを使用している Cisco Jabberを展開するだけ
です。

• Cisco Jabber 10.6以降は、すべてのプラットフォーム（Windows、Mac、IOS、およびAndroid
（DXシリーズなどの Androidベースの IP電話を含む））上の組織内のすべてのユーザに対
する新しいインストールとして展開されます。

•プレゼンスサーバ上でドメインまたは IMアドレスを変更する前に、Cisco Jabberがすべての
プラットフォーム（Windows、Mac、IOS、およびAndroid（DXシリーズなどのAndroidベー
スの IP電話を含む））上のすべてのユーザに対してバージョン 10.6以降にアップグレード
されます。

詳細プレゼンス設定で使用可能な IMアドレススキームは次のとおりです。

• UserID@[Default Domain]

• Directory URI

UserID@[Default Domain]

User IDフィールドは LDAPフィールドにマップされます。これがデフォルトの IMアドレスス
キームです。

たとえば、ユーザの Anita Perezは、アカウント名が aperezで、User IDフィールドが
sAMAccountName LDAPフィールドにマップされます。使用されるアドレススキームは
aperez@example.comです。

Directory URI

ディレクトリ URIは、mailまたは msRTCSIP-primaryuseraddress LDAPフィールドにマップされま
す。このオプションは、認証用のユーザー IDに依存しないスキームを提供します。

たとえば、ユーザの Anita Perezは、アカウント名が aperezで、mailフィールドが
Anita.Perez@domain.comで、使用されるアドレススキームが Anita.Perez@domain.comです。

Jabber ID によるサービスディスカバリ
サービスディスカバリは、[userid]@[domain.com]の形式で入力された Jabber IDを取得し、デフォ
ルトでは、Jabber IDの domain.com部分を取り出して使用可能なサービスを検出します。プレゼ

ンスドメインがサービスディスカバリドメインと同じではない展開の場合は、次のようにして、

インストール時にサービスディスカバリドメイン情報を含めることができます。

   Cisco Jabber 11.0 計画ガイド
2

ユーザ管理

Jabber ID によるサービスディスカバリ



• Cisco Jabber forWindowsでは、SERVICES_DOMAINコマンドライン引数を使用してこれを行いま

す。

• Cisco Jabber for Mac、Cisco Jabber for Android、Cisco Jabber for iPhone and iPadでは、URL設
定で使用される ServicesDomainパラメータを使用してサービスディスカバリドメインを設

定できます。

SIP URI
SIP URIは各ユーザに関連付けられます。 SIP URIには、電子メールアドレス、IMAddress、また
は UPNを使用できます。

SIP URIは、Cisco Unified Communications Managerの [ディレクトリ URI（Directory URI）]フィー
ルドを使用して設定されます。使用可能なオプションは次のとおりです。

• mail

• msRTCSIP-primaryuseraddress

ユーザは、SIP URIを入力して、連絡先を検索したり連絡先に電話をかけることができます。

LDAP ユーザ ID
ディレクトリソースから Cisco Unified Communications Managerにユーザを同期させる場合は、
ディレクトリ内の属性からユーザ IDを入力できます。ユーザ IDを保持するデフォルトの属性
は、sAMAccountNameです。

ユーザの連絡先写真のプロキシアドレス
CiscoJabberは写真サーバにアクセスして、連絡先の写真を取得します。ネットワーク設定にWeb
プロキシが含まれている場合は、Cisco Jabberが写真サーバにアクセスできることを確認する必要
があります。

認証

Cisco Unified Communications Manager の LDAP 認証
ディレクトリサーバを使用して認証するには、Cisco Unified Communications Managerに LDAP認
証を設定します。
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ユーザがクライアントにサインインすると、プレゼンスサーバがその認証を Cisco Unified
Communications Managerにルーティングします。次に、Cisco Unified Communications Managerが
その認証をディレクトリサーバにプロキシします。

WebEx Messenger のログイン認証
Cisco WebEx Messengerの認証は、Cisco WebEx管理ツールを使用して設定します。

ユーザがクライアントにサインインすると、その情報がCiscoWebExMessengerに送信され、認証
トークンがクライアントに返送されます。

シングルサインオン認証

シングルサインオン認証は、アイデンティティプロバイダー（IdP）とサービスを使用して設定
されます。

ユーザがクライアントにサインインすると、その情報が IdPに送信され、クレデンシャルが承認
されると、認証トークンが Cisco Jabberに返送されます。

複数リソースのログイン
ユーザがシステムにログインすると、すべてのCisco Jabberクライアントが中央の IM and Presence
サービスノードに登録されます。これは、オンプレミス展開では Cisco Unified Presenceまたは
Cisco Unified Communications Manager IM and Presenceサービスノード、クラウドベース展開では
Cisco WebExです。このノードは、IM and Presenceサービス環境のアベイラビリティ、連絡先リ
スト、およびその他の側面を追跡します。

この IM and Presenceサービスノードは、一意のネットワークユーザに関連付けられた登録済み
クライアントのすべてを追跡します。 2人のユーザ間で新しい IMセッションが開始されると、
最初の着信メッセージが受信ユーザのすべての登録済みクライアントにブロードキャストされま

す。その後で、IM and Presenceサービスノードが登録済みクライアントのいずれかからの最初の
応答を待機します。最初に応答したクライアントは、ユーザが別の登録済みクライアントを使用

して返信を開始するまで、着信メッセージの残りを受け取ります。その後で、ノードが以降の

メッセージをこの新しいクライアントに再ルーティングします。

Adamは Anitaと IM会話を始めたいと思っています。 Anitaは、Cisco Jabber for Windowsと Cisco
Jabber for Androidにすでにログインしています。また、Anitaは、2つのクライアントを IM and
Presenceサービスノードに登録しています。 Adamは次のようなメッセージを送信して会話を開
始します。「こんにちは、Anita。今時間がありますか?」

ノードはAnitaが 2つの登録済みクライアントを使用していることを特定して、Adamのメッセー
ジを両方にブロードキャストします。

Anitaは自分のデスクで、ノートパソコンと電話の両方に表示される Adamのメッセージを見ま
す。 Anitaはノートパソコンを使用して応答することを選択し、次のようなメッセージを返信し
ます。「数分後に会議がありますが、短時間ならチャットできます。」
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IM and Presenceサービスノードは、Anitaが Cisco Jabber for Windowsを使用して応答したことを
特定して、それを会話で以降のすべてのメッセージをルーティングするクライアントとしてマー

キングします。 Adamが「This will only take a minute」と返信すると、この返信が Cisco Jabber for
Windowsに直接ルーティングされます。会話のある時点から Anitaが電話を使用して Adamに応
答し始めると、IM and Presenceサービスノードは以降のメッセージを Cisco Jabber for Windowsで
はなく、電話にルーティングします。
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